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首都圏の周辺大都市における都市レジームと都市の自律化 
――千葉県千葉市の都市レジーム分析から―― 
Increasing Autonomy: Urban Regime Analysis of Chiba City 





This article analyzes how a city has been increasing autonomy from an urban regime 
perspective taking a case of Chiba city in the Tokyo metropolitan area. The city has passed 
through three different regimes since 1950 and has been increasing autonomy. Chiba city 
currently tries to enhance local autonomy by adopting policies for civic participation and 
cooperation and for the revitalization of the local economy. These policies, however, are at 
risk of contributing to the formation of the neo-liberal mode to local regulation. 
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とについて、J. Peck と A. Tickell（1992）は「社会的調整の地域的様式」という語をもちい
て、経済発展や雇用の問題において地域間格差があることを、地域によって異なる調整様
式があるということで示した。彼らはまた、地域政治にビジネスの領域の関与が増大し、
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議会議員、千葉市助役を経験した宮内三朗が市長に当選し、以後 5 期 20 年にわたって川崎





















団法人千葉県史料研究財団 2009: 379; 川崎製鉄株式会社社史編集委員会 1976）。宮内市長
は局長からこのことを聞きつけて川崎製鉄の西山弥太郎社長に会い、数回の話し合いで工
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自治省を経て千葉市の助役をつとめていた。松井は、宮内・荒木両市長の支持基盤を引き






























県史料研究財団 2009: 927）。その後、1985 年に発表された「ふるさと千葉五か年計画」に
おいて初めて、幕張メッセを幕張新都心の中心とすることが宣言された（財団法人千葉県
史料研究財団 2009: 927-9）。また、同年には国土庁より「首都改造計画」も発表され、千
葉市は「千葉自立都市圏」「業務核都市の千葉」として就業人口 10 万人、居住人口 2.6 万
人が見込まれていた。1985 年に再選された沼田は、2 期目最大の目玉にこのメッセ構想を
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な姿勢を見せていたので、幕張メッセを推進していた沼田との対立もあった（松井 1993: 
145）。1985 年 8 月、3 選を決めた松井のもとに、県の顧問が沼田との橋渡しに訪れ、メッ
セ施設などの展示場は県、付随して建てられるホテルは民間、スタジアムは市が主体とな












ム）は市が主体となることが了承されたが、これは 1981 年に、松井が 2 期目の目玉とした
千葉スタジアム構想に端を発する。構想では当初、既存の球場の改造が計画されていた（松




86 億 9500 万円であり、財源は県からの補助金が 15 億円、市債が 53 億 9600 万円、残りの





























めた 1950 年代から、「自立志向型都市成長レジーム」下にあった 90 年代初頭にかけては、
製造業従事者の人口は 7,418 人（1950 年）から 69,748（1990 年）と、1990 年に 6 万人台と
なり、その後は減少傾向にある。生産工程従事者の人口は、18,895 人（1955 年）から増加
し、1995 年には 99,934 人とピークを迎えている。一方、専門・技術的職業従事者の数は、














きる。これを受けて急きょ民主党は、同党所属の市議 1 期 2 年目であった熊谷俊人を市長
候補として擁立した。熊谷は、大学卒業後 NTT に入社し、公募により市議会になったとい
う経歴をもつ。市長選挙は、共産党の候補も交えて 3 者により争われ、熊谷が林を 5 万票
あまり上回って当選した。熊谷の支持基盤は、所属政党である民主党のほか、市民ネット
ワークちば、社民党千葉県連といった政党・会派、その支持者であった。加えて、現職市
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